
当流域は、岩手県の南東部に位置し、大船渡市、陸前高田市、
釜石市、住田町、大槌町が含まれています。
当署が管理する森林面積は29,117㏊で、五葉山(1,351ｍ)を最
高峰に、片羽山(雄岳)(1,312ｍ)、愛染山(1,228ｍ)があり、大部分
が急峻な地形となっています。
山岳部の五葉山周辺は、県立自然公園や保健保安林などに指
定され、固有種であるゴヨウザンヨウラクなどが生育し、自然観察
や登山、レクリエーションの場として利用されています。

大槌・気仙川流域の国有林

三陸中部森林管理署の概要

国有林
率

森林率
森林面積 (ha)区域面積

(ha)
市町名

民有林国有林総数

7%82%24,6821,77626,45832,251大船渡市

7%80%17,2181,33718,55523,194陸前高田市

25%89%29,3189,98039,29844,034釜石市

23%89%22,9616,95329,91433,484住田町

51%89%8,7659,00117,76620,042大槌町

22%86%102,94429,047131,991153,005計

公益重視の管理経営の推進

○ 重視すべき機能に応じた管理経営の推進

森林の持つ公益的機能の発揮のため、重視する機能に応じて５タイプ
に区分し、計画的に森林整備及び保全等に取り組んでいます。

水源涵養タイプ森林空間利用タイプ山地災害防止タイプ

○ 保安林の整備

洪水の防止や水源の確保のため、「保
安林」に指定されている森林を整備して
います。
国有林面積の約９割が水源涵養養保安
林に指定されています。

治山ダムと水源涵養保安林（釜石市）

○ 生物多様性の保全

多様な森づくりの推進、現場におけ
る生物多様性への配慮に取り組んで
います。

面積（ha）管理経営の考え方機能類型区分の考え方機能類型区分

6,762
根や表土の保全、下層植生の発
達した森林の維持

山地災害防止及び土壌保全機
能の発揮を第一とすべき森林

山地災害防止
タイプ

2,584

良好な自然環境を保持する森林、
希少な生物の生育･生息に適し
た森林の維持

原生的な森林生態系や希少な
生物の生育・生息する森林等、
属地的な生物多様性保全機能
の発揮を第一とすべき森林

自然維持タイプ

534
保健･文化･教育的利用の形態
に応じた多様な森林の維持・造
成

保健、レクリエーション、文化機
能の発揮を第一とすべき森林

森林空間利用
タイプ

-
汚染物質の高い吸着能力、抵抗
性がある樹種から構成される森
林の維持

快適な環境の形成の機能の発
揮を第一とすべき森林

快適環境形成
タイプ

19,163

人工林の間伐や伐期の長期化、
広葉樹の導入による育成複層林
への誘導等を推進し、森林資源
の有効活用にも配慮

水源の涵養の機能の発揮を第
一とすべき森林

水源涵養タイプ

猛禽類の生息調査



森林・林業の再生に向けた貢献

林業労働災害防止講話

民有林行政との
地上レーザスキャナ講習会

民有林行政との連絡会議

採材現地検討会

○ 技術開発・実証と普及

カラマツコンテナ大苗を植えて、シ
カの食害の傾向や造林コストの比較
検証を行っています。

○ 林業事業体の育成

発注見通し情報の公表、間伐など
の複数年契約、現地検討会の開催、
安全対策などに取り組んでいます。

○ 森林・林業技術者等の育成

県や市町村との連絡会議や各種研
修会を通じ、技術の普及に努めてい
ます。

左から
35㎝上
90㎝
120㎝
の苗木

苗木の調査

森林環境教育の推進

○ 遊々の森

国有林を、様々な体験活動や学習の場として利用いただいています。
末崎中学校の林業体験活動を支援するため、森林づくりの事前学習や林業
体験の講師派遣を行っています。

また、森づくりの理解を深めるために、職員がカードゲームを考案し、管内の
小中学校で森林教室を実施しています。

体験前の事前学習 体験作業は安全第一

○ モデルプロジェクトの森

地域の森林の特色を活かした効果
的な森林管理を目的とし、地域住民
と協働・連携して森林整備を行います。

橋野鉄鉱山稼働時代の森づくり育樹祭

職員考案のカードゲーム

森林の循環の授業とZORINGの紹介

学びを深めるカードゲーム



国有林野の維持・保存

ナラ枯れ駆除

五葉山生物群集保護林のコメツガ林
（釜石市）

○ 森林の維持・保存

貴重な野生動植物が生息・生育する森林などを保護林として、保護・保全に努めていま
す。五葉山周辺は、コメツガとヒバを主とする天然林があることから「五葉山生物群集保護
林」を設定しています。
また、動植物の種の保存・遺伝資源の保全を図るため、「北上高地緑の回廊」を久慈市
の平庭岳から大船渡市の毛無森山まで約150ｋｍ設定しています。

ニホンジカの誘引捕獲鳥獣被害対策協定に基づく
くりワナの貸出し

○ 森林病虫害、鳥獣被害の防除

松くい虫、ナラ枯れに対しては、地方公共団体と連携し
て対応します。
シカによる森林被害には、単木保護、個体数管理など
様々な対応を実施しております。

シカ食害対策剤の散布食害から守るチューブの設置

林産物の供給、国有林野の活用、地域振興への寄与

産業まつりでZORINGを紹介
（陸前高田市）

おおつち産業まつりで木工教室

高性能林業機械を使用した
低コスト施業

安定供給される国有林材

○ 木材の安定供給

地域の木材産業、木質バイオマス
発電事業者を支えるため、林産物の
持続的かつ安定的な供給に努めて
います。

○ 国有林野の活用

地域産業の振興、再生可能エネル
ギーの利用による発電などに寄与す
るため、貸し付けなどをしています。

○ 地域振興への寄与

森林管理局・署という地域に密着し
た体制で、地域振興に貢献していま
す。

日向ダム 風車



主要事業量

R5年度予定R6年度予定区分

62,98563,464  立木販売
主伐収穫量

（伐採量）
（m3）

2,5932,339製品資材

039立木販売
間伐

39,13946,489製品資材

20,00025,000製品（丸太）販売販売量（m3）

1243地拵え

造林
（ha）

1234植栽

7356下刈

9861つる切・除伐

25104保育間伐

2020松くい伐倒駆除保護
（m3）
(ha)

7063ナラ枯れ伐倒駆除等

2943シカ食害対策剤

80021調査設計

林道
（m）

520新設工事
8445改良工事

災害復旧
1調査設計治山

（基） 0.5治山工事

管内の国有林は、藩政時代の伊達藩と南部藩の領有
でしたが、版籍奉還により国へ所有が移され官林と
なったものです。

三陸中部森林管理署 庁舎全景(H20.2月完成)

森林管理署の沿革

伊達藩と南部藩の領地藩政時代

岩手大林区署盛派出所設置9月明治21年

盛小林区署に改称8月明治25年

盛営林署に改称、高田公有林野
官行造林署新設

１2月大正13年

高田公有林野官行造林署廃止
（管轄を気仙沼営林署と分割）

1月昭和23年

大船渡営林署に改称7月昭和27年

大槌営林署を統合3月平成 7年

三陸中部森林管理署に改称3月平成11年

お問い合わせ先

◎ 三陸中部森林管理署
〒022-0003
岩手県大船渡市盛町字宇津野沢7-5
TEL：050-3160-5910／0192-26-2161
E-mail ： t_sanrikucyubu@maff.go.jp

○ 世田米森林事務所
TEL：0192-46-2042

○ 高田森林事務所
TEL：0192-26-1260

○ 釜石森林事務所
TEL：0193-23-5140

○ 大槌森林事務所
TEL：0193-42-6002

署 HP局 広報誌


